
■
■

，

　

一‥

．
　

　

一，
三

コ

「，

増

ｒ・

一
　

一
　

」

″
生命のが1営ノt学習

‐うる|二 十)た 'て / 基本的′

‖1尋il算し賛隷1111看li胤争ず宵帯鞍
1問題t言寸・議て

Vきる教師氏メほう力将 (J里

“

7できよう。キ物による

|1場合は、石汗宍するキ井内Q´著,1言ずilただあと
~そ゛

その
'い

象
´
t著さてわろ
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`芭

売り血して、イのヤ|(述_べ
｀
て

あるキ本彎t亀、、)争かべ`なが`sその口なすごすっ|ま 腎口汽で寸、そク
うれヽはいぃつのま|(力 多`くt身にっ1ジ

‐てぃる自タロて驚 くてし`よう。

。々:口 言たん、こと



１
，
■
　
　
ヽ
‘●
　
　
ゝ

油
喝 t潅見

。自己芭)|)糸東)ム

EJ常 な色
―
色通じて、あ屯たの越盆

「
tオ印::!1し 続り・ようと匙うなSit次

のよ)砲ふ易ながムが
｀
ある。d、

´
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日ti砲じてに した イこ え てツ国人自ク
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つくつていた進いう事でヽ。こ而1こそ
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「 ～
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`の中自角りな一

t乱いなさせ

るょぅな突1(L

平摘争4栞しヽ

!1義メt

ltキ|´ヽ

ォ亀な。應
lollE c現

象0因釆島尋
ィ魚fiZた

イ也人K女寸す

ろ1ヽ増しじ午.

業住′シツト燎l

り、ゴウマヒ

北もっか/」
t
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|ゴ 5しぃ方法だと`恙い重す。ζ`ゞ―り
´
が、をか4/1N自分のた急t権見牢

てこれt言こ金永対るといつキ:」、たぃへたな事て
｀
す/JNS、 中|■ ■ヽイんなこ
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